
5 万分の 1 地質図幅

説明書

豊浦
(札幌一第 49 号)

北海道開発庁

昭和 33 年 2 月



It

1¥}2/ ゎレキ 1 5

「。よヴ ，~ q 〆計VI
11斗ゐ 1~4 15 〆6 ;jTt

/，、e-JIq201211'2,

旭 I‘‘ t
,22 23124 ヨヘ4

ヤs 26i2 デ s 占トト\グ 網 走
29, 30ヨ/132 8 守 12>-kl

同移長円同庁 3435136 12 〆3 141f$γ(1.，J 17

383914020121 22123=文芸ちょ 2'7 2S シ Z'fl三10

4J!4243144 311323313435136 2ヲグ 2、、8、 ヲ<r /4匂lit
ff5464'748.49 424344454~ 4ゲ 484900 5'1[\て52

|よ。 5152535453545556Sゲ 58 S亨 606f 6263~

'....h2

防14S6
ケ T

一一白川
山 4 }ノτ 6 ゲ 81'11

ト町
10

一
〆 F I~ 担レ"tj

乏ご~11 /31/4115 16 15 プg 1<12021 221232426五久76
円

2司
Y守 20 21122[231242.-';28 31 323334g5136 ヲゲ l廷 39

262ク 28~30131132133134 40141142143144145~ み怜 -pP4Q

間話
3839,,01 4 1142143144145 印 511521 ，d54f55
盟15o511;>2tS3'j-so(J65156 5615 ゥ 158159[£ 。

l主民1 幌 1)2j63 61162163 孟
WI2ル

c，5 時 (j' 7 !ゐ ヰL
MJ6616'7 1/68 金'}Il fj告6守

ロず
グ0

究21 '!3ト子J 究主 ト官ず
69μμM」

Oて2『 !
7
一1[r1s 万同閣タ宇 80

回 l(;;
84 8

〆
s
刊

1-86..
991

伝f !面 93





この調査は， 北海道総合開発の一環であ

る， 地下資源開発のための基本調査として，

北海道に調査を委託し， 道立地下資源調査

所において， 実施したものである。

昭和 33 年 2 月

北海道開発庁
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5 万分の 1 地質図幅 世主
説明書-'i2.

?甫 (札幌ー第 49 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師土居繁雄

同 松井公平

岡 藤原哲夫

はしがき

この図幅説明書は，昭和 30 年 6 月から同年 12 月にわたる約 50 日間，昭和 31 年 5 月か

ら同年 12 月にわたる約 110 日間，あわせて約 160 日聞におとなった，野外調査の結果を整

理して，その概要を報告したものである。

ぬ 3 ぺつ

野外調査は，土居が大半部を実施し，松井と藤原は，貫気zu川より東部の地域を分担し
;f3 ふけL れぷん l干

7こ。なお，小鉾岸川下流流域から礼文華川下流流域にかけての地域の詞査には，北海道立

地ド資源調長所i由貿鉱床課長斎藤昌之氏の，新富附近から隣接|立|幅「狩太J につらなる地
こ lまろ

域の詞査には，同所鈴木守氏の，礼文から小幌にいたる海岸地域の調査には，北海道大学

助教授舟橋三男博土‘の，それぞれ援助をうけたコ

報告にはいるに先だち，調査に当って援助を賜わった，斎藤昌之，鈴木守，舟橋三男の

三氏，および豊浦町助役武田一氏，同町文字常太郎氏に謝志を表する σ

I f立i抗上よび交通

この l宝JIP邑のしめる地域は，北緯 42°30'-42°40'，東経 140°30'-140°45' の範囲である。

いぶり L リ〈し お L主

行政的には，大部分の地域が，胆振支庁の管轄で，一部が後志支庁および渡島支if!乙属

ぬきペつ おふけし れ !f，ん l子 こんぷ とょうら

する。貫気別Jll・小鉾岸川・干し文草川および昆布川上流の流域は豊浦町に，カ V ウシベツ

らんこL ν1)Jぷと みわ おν平主んベ

Jllの西部山地は蘭越町に，朱太川流域は三和村に，小幌より西の海岸地域は長万部町に，

あぷた

東部の台地状山地は虻田町に，それぞれふくまれるC

おし争主んべ

交通は，海岸線にそって，国鉄室蘭本線が通じ，それとほぼ並行して，室蘭から長万部

-1-



あすっ モうそをベヮ

lこヨヨ:る i司道が走っている。このほか，豊浦-riJ-街から貫気別川ぞいに留寿都まで，壮滝別川

"j''::JiJ>ロ

ぞいに真狩まで，それぞれ自動車.道路が閉さくされているつまた，豊浦市街から高岡を経

て山梨にいたる問にも，日動車道凶が通じているコそれらの路線には，国鉄パスが運行し

ている。このほか，大岸から小詳岸川ぞいに，小鉾岸II市を越え，新富を経て蘭越町にいた

る道路もあり，交通は便利である。

II j:出万

この閃幅地域を大まかにみると，つぎの 3 つの斗形区にわけることができる。

(1) 図幅地域の北部および東部をしめ，小さな起伏には富むが，台地状地形を呈し，河

谷が深く玄 IJ まれている山地帯。

(2) 閃I隔地域の中央出および西部をしめ，起伏に富んだ山地帯。

(3) かく河川にそって発達して l) る平坦地。

(1)は，標高 250m ていどから，しだし 3に高度を増して，標高 600m' こ達する台地状の rlJ

地からなる地域である。新第三紀鮮新世の地層と，同!時期の火山岩類からできており，さ

らに，これらを第四紀の火山砕屑物が，広くおおっている。

(2) は，侵蝕作用がひじように進み，起伏に富んだ地域である。おもに，新第三紀中新世

から鮮新世までの地@と，同時期の火山岩類からできているっそして，この地域内には，

金・銀をはじめ銅・鉛・亜鉛などの有用鉱物資源が知られている ο

(3) は，かく河川にそって発達している氾監沖積面で，現河川によってもたらされた，河

床堆積物からできている。
そったさベつ

水系の主なものは，東部地域では，北北東から南南西に流れる壮滝別川を合せて，流路

を北から南にとって，噴火湾に注ぐ貫気別川がある。 中宍部では，標高 500.8 m の金山の東

側斜両に源を発して，流路をほぼ北西から南東にとって，噴火湾に it ぐ小鉾岸・礼文華の両

河川がある。このほか西部では，金山の西側斜面に源を発して西に流れる朱太川，および金

山と来馬山(標高 509.3 m) をむすぷ尾根に源を発して，西に流路をとる来馬川などがあるつ

III 地質概説

この地域を構成している地質系統は，模式柱状図(第 1 図)に， しめしたようなもので

ある。
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一一一一 『侵蝕間際
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新

高岡熔岩
新|

豊臼

礼文Jj;石英粗而岩 侵蝕間蹴(1)

造構運動

一コ 世 出噴ペシレ7 社 偶措別 貯

巴hハ判川r:l一油豊 凝医
to..照 プロピライト熔岩

金

属

鉱

床

第 1 図県河地域模式柱状 I当

新第三紀屑と同時期の火山岩頬は，主 J試の中央部から西部のr[ J地，および海岸地域に，

広く分布しているほか，東部の貫荒別川に沿っても露出している。これらの岩層は，下位

から豊浦尉・ブレベシ[噴出物・火山岩類および美和層に，大別される。

豊浦 l吾は，プロピライト熔岩と火山砕屑物の互)固からできていて，石英中日面岩・プロピ

ライト・玄武岩貰安 rIlE などの岩脈に，貫ぬかれている

ブレベシ噴出物は，支山官官ーの火山;舌勤によってもたらされたもので，おもに火山砕屑

物と熔岩とからできている c 日立から朱;太川案塊吉凶(え岸溶岩をはさむ)・壮滝別居に

わけられる。

火If r岩類は，ブレベシ噴火出掬をもたらした火山活動につづいて行われた，ひじように

旺盛な火山活動の所産であって，熔岩流や岩脈によって持ちょうづけられている。その主

なものは，玄式岩質安山岩・輝石安山岩・石英支山岩およびネパダイト質石英粗面岩である。

美和)酉は，おもに砂岩と礁岩の互層からなり，泥宕および凝灰質角棟岩の薄屑をともな

っている。

一 3 :.-



あ 7つつ

第四紀層は，乙の地域の全域に分布している。下位から，火山砕屑物からなる留寿都層・

河段丘堆積物・崖錐堆積物および現河床堆積物に，わける乙とができる。前の 3 つは洪積

世に，現河床堆積物は，沖積世にそれぞれ属する。

さらに，これまでのべた火山岩類のほか，時代の未詳な火山岩がある。これに属するも

のは，山梨熔岩・ノザトコ熔岩・小花井熔岩・西小花井熔岩・虻田熔岩などであるコ岩質

から判断すると，おそらく新第三紀末から洪積初期の火山活動によって，もたらされたも

のと考えられる。

IV 新第三紀層 bよび同時期火山岩類

乙の地域 lこ発達する新第三紀屑は， 下位から豊浦層・ブレベ ν噴出物および美和層にわ

けられる。このほか，この時期に噴出した火山岩類として，プロピライト熔岩・石英粗商

岩・玄武岩質交山岩・輝石安山岩・含石英輝石安山岩などがあげられる。つぎに，これら

について説明をする。

IV.l 豊浦層

おふけ L れぷんげ

この地層は，この地域の中央南部の小鉾岸川と礼文華川とにはさまれた地域に，標式的

ぬきべつ

に発達している。そのほか，貰気別川川口の西部の山地や，豊浦町市街の東南方の，チャ

ス海岸の一部にも露出している。

この地域では，これより下位に当る地層は，見当らないつまた，乙れの日立には，ブレ

ベ v噴出物が不整合にのっている。

豊浦屑は，つぎのような屑序を， しめしている。

IV.I.3 チャス凝灰岩層 ↑上部

IV.1.2 トリプキ/ナイ凝灰岩層

IV.1.1 プロピライト熔岩 ↓下部

IV.1.1 プロピライト熔岩 (P)

お占‘け~ l~~と

小鉾岸川上流地域から，朱太川上流地域にかけて，広く分布している。このほか，小鉾岸

川下流流域，メナ地域，大岸から礼文にいたるあいだの山地，礼文華川西部の山地などに，そ
こ lまろ

れぞれ発達している。また，礼文から小幌にいたる海岸にも，ところどころ露出している。

この熔岩の基底は，何処にもあらわれていない。したがって，この熔岩がどのような形

態をなすものか，また，下位屈とどのような関係にあるかは不明である。この地域の中央

- 4 ー



部では，これの上位に，トリプシナイ凝灰岩層が，整合にのっている。また，この地域の西

部や中央北部の地域では，あとからのべる，ブレベシ噴出物で，不整合におおわれている。

岩質は，暗黒色を呈するガラス質安山岩といったようなものから，プロピライト化作用

をいちじるしくうけて，暗緑色から民緑色を呈し，凝灰岩のような外観をしめすものまで

あって，その変化はいちじるしい。このほか，かぎられた地区ではあるが，珪化作用や黄

鉄鉱化作用もうけている。

これらの岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

プロピイト化作用のびじょによわい岩石少量なャし中量の斜・長石と輝石の斑品をも

ワ輝石安山岩で，その石基は，多量の長柱状￠斜ー長石で埋められているもので，わずか

に磁鉄鉱を伴っている。斑品￠斜長石は，わずかに曹長石化作用をうけているが，輝石

類は，ほとんど新鮮である。

石基の斜・長石は，わずかに汚濁するてν どで，見るべき変質は示されていない。斜長

石の間隙をうずめてν るガラスは，多く緑泥石化し，一部では斜長石をもおかしている

ものも見られるつまた，あるものでは，曹長石化が可成りすすんで、いる。輝石類は，新

鮮なものもあるが，緑泥石化しているものが多い。(第 2 図)

。 05-mm

第 2 図 プロピライト化作用のひじようによわい輝石安山岩

P: 斜長石 H: 斜方輝石 Ch:緑泥石化の部分

M: 磁鉄鉱

II エコノレ
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プロピライト化作用をうけて緑色を呈する岩石:原岩の構造は，完全に残されて構成

鉱物は，いちじるしく分解されているが，その斑晶の形態・石基む組織は，充分に残っ

てν る。斑品。斜長石ゃ輝石は共に，割目や周辺にそって，緑泥石 fじされている。一部

には，方解石や普長石に置換されてν るものもみられる c 石基め斜長石も多く緑泥石化

しているほか， ν ちじるしく汚濁している。分解にともなって， ジンアイ状の鉄鉱が一

面に致在している。(図版参照)

プロピライト化作用のいちじるしい岩石:原岩の構造は，多量の変質鉱物のため，不

明瞭になうている。構成鉱物は，いちじるしく分解されている。斜長石は，全く曹長石

のモザ、イザク集合にかわってν るもの，方解石や緑泥石で交代されているもの， また，

紋箆石号D絹雲母・の集合体に交ってν るものなど， ν ろ」、ろの変質状態、をしめしてν るつ

斑品輝石も，斜長石とおなじように緑泥石化や炭酸塩化をうけてV る c

石基は，斜長石の緑泥石 fじがすすみ，粒問に石英が多量にできて，一部では，それに

よる交1cがすすんで，モザ、イザク集合に交っているとこのほか，顕微鏡的な方解石脈・

石英脈がみられる寸(図版参照)

IV.1.2 トリブシナイ凝灰岩層 CBt)

it ぷんけ おふげL

このよ也屑は， この冶域の Ip央地域，礼文華川中流流域および小鉾岸}I!上流流域に，それ

第 3 図 トリプシナイ凝灰岩層中にみられる援灰質集塊岩と凝

灰岩の互層(ネし文一;j、幌海岸)

Tag: 凝灰質集塊岩 Tgt:緑色凝灰岩
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第 4 図 トリプシナイ凝灰岩層を貫ぬく

方解石脈(干し丈 ;J、幌海岸)

Td: トリプシナイ凝灰岩層

Ca:方解石脈

凝灰質集塊岩は，いちじるしくプロピ

ラトイヒ作用をうけた輝石安山裂の角撲の

あνだを，粗しような凝灰岩でうめたも

ので角礎の量がきわめて多lJ 'o その外観

は灰緑色から暗灰紫色を呈する。角磯凝

灰岩は，少量ないし中量の伊漢をふくむ

粗しようの凝灰岩である。灰緑色のあざ

やかな外観を呈し，ときに，中粒から粗粒

の凝灰岩の薄層と，互層している。とこ

ろによっては"珪化作用・黄鉄鉱化作用・

粘土化作用をうけて ν る。このほか，方解石脈が，りじように発達しているところもある U

ている。

でいる

;まろふす

ぞれ発達している。このほか，礼文華川川口の西方にある幌扶斯山地を構成しているほ

か，礼文華川川口から小幌にいたる海岸にも ， 1議出している。標式地のトリプ Vナイでは，

N75 乙 E ・ 30° ES ，小鉾岸川と流南部の山地で、は N 50ー E ・ 20° SE ，礼文華川川口から小幌

にいたる海岸では， N70ー W ・ 30°.-40° SW の走向・傾斜を，それぞれしめしている。

この地層は，まえにのべた，プロピライト熔岩の上位に，整合にのり，あとからのべる

とよずみ

ブレベ v噴出物や豊住熔岩(玄武岩質安山岩)などで，不整合におおわれている。また，

礼文華川川口から小幌にいたる海岸や幌扶

斯山地では，多くの玄武岩質安山岩の岩脈

が，小鉾岸川上流北部の山地では，石英粗

面岩の岩脈が，それぞれとの地層を貫ぬい

この地層の構成員は，下部はほとんど凝

灰質集塊岩であるが，上部になると，角礁

凝灰岩になる。ともに，ひじように多く浮

石粒をふくむ粗粒な凝灰岩の薄屑をはさん

IV.1.3 チャス凝灰岩層 (Ct)

L円のめ

この地層は，豊浦市街の東方にある東雲地域のチャス海辛の断崖に，標式的な露出がみ

ぬきぺつ

られる。このほか，貫気別川川口の西側の山地にも分布している。標式地では， N50ー E ・

20ー SE ，貫気別川川口の西側の山地では， N10ー E ・ 20 E の走向・傾斜を，それぞれしめ

している。
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まえにのベた， トリプνナイ凝灰岩層との直接の関係は，観察できるところがないので

不明である。しかし，地質構造と発達のようすから，トリプシナイ凝灰岩層の上位とした、

また，との地層は，礼文華石英粗面岩と，断層で接しているほか，ブレベ v噴出物・桜問

熔岩およびl院内熔岩などでおおわれている。その関係は不整合である。

おもに，石英粗面岩質の角牒凝灰岩から構成されている。貫気別川川口の西部山地では

同質の姐粒な凝灰岩の薄屑を，はさんでいるのまた，標式地では， リソイダイト質粗面岩

の熔岩流をともなっている。

灰緑色を呈する，ひじように粗い角磯凝灰岩で， (凝灰部分に石英粒が，はっきりとみ

とめられる。同質の粗粒な凝灰岩の薄層をはさんでいる。珪屯作用をうけて，暗灰色を

呈し硬質となった部分もある。珪化作用をうけているところで、は，石英の細脈が多くみ

られる。このほか，粘土化作用や黄鉄鉱化作用をうけているところもある。

なお， リソイダイト質石英粗商岩の熔岩を，顕微鏡で観察すると，ぅぎのようであるコ

原岩の構造は，完全に破かu、されている。斑晶斜長石は，曹長石イじむほか，緑泥石 f七・

方解石化・絹雲母化し，完全に分解している。石英はひじように少なし融蝕形を呈し

ている。石基は，おもに，カ'ラスと微粒の石英からなり，緑泥石・方解石・曹長石・鉄

鉱などもみられる。

IV.2 岩脈類

まえにのべた，豊浦)苦を貫ぬいて，つぎの 3 種類の岩脈がみられるこ

IV.2.3 玄武岩質岩脈

IV.2.2 プロピライト岩脈

IV.2.1 石英粗面岩岩脈

IV.2.1 石英粗面岩岩脈 (Ld)

乙の岩脈は，小鉾岸J1 Lヒ流の北部地域のー支流に露出しているつまえにのべたトリブシ

ナイ凝灰岩層を貫ぬいている。ほかの地層との関係は，観察できるところがないので，不

明である。

暗緑色ないし灰禄色の，撤密な岩石で，石英の理品が，肉眼でみとみられる。また，緑

泥石化などの変質作用が，いちじるしい。

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

原岩の組織は，ほとんど残っていない。石英は，融蝕形を呈し， 2 次的にかわワた緑

泥石や絹雲母などを包衰している。斜長石は，曹長石化のほか，緑泥石・方解石・絹雲

母などで置換されている。
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石基は，微細な曹長石・緑泥石・方解石と粘土鉱物の集合体からなヲており，磁鉄鉱

の微粒が一面に散在し，黄鉄鉱もしめされている。

このような岩質からみて，いちおう，石英粗両岩質のチ守ス凝!ズ岩屈をもたらした，火

山活動と，関係あるものと考えられる。

IV.2.2 プロピライト岩脈 (Pd)

この岩脈は，地域の西南で，礼文華川の川口附近と，礼文から小 l院にいたる海岸のほぼ
かぽりひら

中間にある樺利平の海岸とに，それぞれ露出している。前五-ではプロピライト熔岩を貫ぬ

いており，後者ではトリブシナイ凝灰岩層を貫ぬいている。これらの岩脈は，礼文華川川

口西日では E-W ，樺利平では N30° E の定 l白j を， それぞれしめしている。そして，これ

らの岩脈には，規則正しい節理が発達している。幅は 5m~ lO m ていどである。

淡緑色から暗緑色の徽密な岩石で，プロピライト化作用を，いちじるしくうけている。

したがって，地質図にはプロピライト岩脈として，塗色しておいた。

との岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

原岩の組織をわずかにのこしている。斑晶斜長石は，曹長石化作用をうけているほか，

第 5 図 プロピライト熔岩を貫ぬくプロピライト岩脈(礼

文華 HI 川口西側)

P: ブロピライト熔岩

Pd:プロピライト岩脈
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緑泥石や絹雲母などで置換されてν る。輝石類は完全に緑泥石守口方解石にかわっている。

石基では，緑泥石・方解石・曹長石などを多量にできて，残存して u、る長柱状斜長石

の聞を上早.めてャる。これにはジンアイ状D鉄鉱が，一面に散在している。

IV.2.3 玄武岩質岩脈 (Bal)

この岩脈は，地域の西南部の幌扶斯山地および，干し文から小幌にいたる j毎平に，良好に

露出している。その走凋には， N45ー W および N30ー E の 2 つがある。前者は， トリブシ

ナイ凝究岩層を岩床状 lこ貫ぬくものであり，後者は，プロピライト岩脈の中を貫ぬいて，

按合岩脈を形成しているものである。

無斑品の暗ほ包を呈する納容な岩石で，いくぶんプロピライト化作用をうけている n

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品む量がきわめて少なしまれに斜長石の斑品がみられるのみである。この斜長石

斑晶は， An60 ていどの，成分をしめすものである。長柱状斜長石を主とし，その聞に

粒状の輝石をふくみ， j民間状構造をしめしている。

斜長石聞のカ事ラスの大部分は，紋泥石イ七しプロピライトに近旬、性質があらわれて ν る。

第 6 図 トリプシナイ凝灰若層を貫ぬく，玄武岩質安山岩

め岩床状岩脈(干し丈一 I] 、 I幌海岸)

Tg: トリプシナイ凝灰岩層

Bal:玄武岩・質安山岩の岩脈
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第 7 図 プロピライト岩脈む中を貫ねνて複

合岩H慌を形成する玄武岩質安山岩貯岩

脈(礼文一小幌海岸)

Pd:プロピライト岩脈

Bal:玄武岩質安山岩岩脈

IV.3 フレベシ噴出物

乙の地層は，この地域の南部のブレベシ海岸に，標式的に分布している。このほか，小

らいぽ

幌海岸・来馬山地・朱太川の北方地域・小鉾岸川上流の北部地域・壮滝別川および貫気別

川沿岸地域・豊浦町市街の東にある東雲地域などにも発達している。

豊浦層のと位に，不整合にのり，礼文華石英粗面岩に貫ぬかれている。また，豊住熔岩・

高岡熔岩・幌 p"; 熔岩・新宮下部熔岩におおわれている。さらに美和層および〆第四紀の留寿
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都層にも，不整合におおわれている。

ブレベν墳出物は，つぎのような届序をしめしている。

IV.3.3 壮滝別層 ↑上

IV.3.1 朱太川集塊岩層 IV.3.2 大岸熔岩 ↓下

なお，この地層は，岩質からみて，西南北海道に広く分布している黒松内統に対比され

るものである。

IV.3.1 朱太川集塊岩層(Sg)

らいぽ

この集塊岩層は，ブレペ ν海岸・小幌海岸・来馬山地・末太川および、小鉾岸川の北部山

地などに，発達している c ブレベ ν海岸では N30ー E ・ 35° ES~N 45ーW ・ 30° SW ，小|院

海岸では N45°W ・ 25°~30° SW の走 i句・傾斜を，それぞれしめしている。豊浦屑の上位

lこ不整合にのり，上位は壮滝別屑に整合におおわれている。

おもに，紫蘇輝石普通輝石安山岩賞の凝灰質集塊岩からできており，角疎凝灰岩・凝!必

質砂岩・凝灰岩などの薄層を，はさんでいる。また，プレベ v海岸の西部や，朱太川およ

び小鉾岸川の北部山地では，紫蘇輝石普通輝石安山岩の広岩流を伴コている。この熔清流

第 8 図 朱太川集塊岩層の露出(フレペシ海岸)

Sag: 凝灰質集塊岩

Stb:角喋凝灰岩援灰質砂岩互層
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は，大岸熔岩とよび，あとにのべる。

決灰褐色から濃褐色を呈する，角礁状構造を，はっきりとしめす，ひじように粗しよう

な，岩石である。

この集塊岩の安山岩礁を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，累帯構造がいちじるしu、。普通輝石および紫蘇輝石は，斜長石や磁鉄鉱の

微晶を，包裏してν るつ紫蘇輝石は，ほとんど多色性をしめさな u、。

石基:ハイアロピリテイザク組織を呈している。微細な針状または短柱状の斜長石の

あいだを，多量の淡褐色のガラスが埋めているもので，少量の輝石類もみられる。

IV.3.2 大岸熔岩(附〉

この熔岩は，レベシ海岸の西部・朱太川および小鉾岸川の北部の山地に分布してい

る c このほか，礼文華 II阜の東にもわずかに露出している。朱太川集塊岩層中に，熔岩流と

してはさまれているものである。

この熔岩は，黒色の撤密堅硬な岩石で，紫蘇輝石昔通輝石安山岩である。と乙ろによっ

ては，ひじように規則正しい住状節理が，よく発達している。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石〉普通輝石=紫蘇輝石

斜長石は，自形または半自形を呈し，内部にガラス化部分を示し，汚染されている。

その組成は， An55 ていどのものである。紫蘇}監石・普通輝石は共に柱状となるものが

多い。紫蘇輝石の一部のもりは，周辺部に単斜・輝石の反応縁を伴なワて ν る。また，輝

石類の一部は緑泥石にかわっているものもある。

石基:ハイアロピリテ 1 0/、ク組識を呈する。おもにガラスからなり，斜ー長石と輝石類

の微晶をふくんで ν る〔磁鉄鉱が散在している。

IV.3.3 壮滝別層 (So) 唯 ギー

私、 F ミ

この地屑は，壮滝別川と貫気;e IJ 川との合流点府 ja! 乙，標式的な露出がみ・られる。このほ

か，貫気;a uJ[[の沿岸や，壮滝別川下流およびその支流の沿岸にも露出している。標式地で

は N400E ・ 50 ES，貫気別川下流沿岸では N300 W ・ 100 SW の走向・傾斜を，それぞれ

しめしている。朱太川集塊岩層の上位から， しだいにうつりかわる関係でのっており，豊

住熔岩・美和層・西小花井溶岩および第四紀の留寿都属で，それぞれ不整合におおわれて

l) る。

おもに，淡灰色から褐色の角操凝灰岩・凝灰質砂岩・凝灰岩から構成されている。この

ほか晴灰色の凝灰質集塊岩層をともなう。西小花から井大和にいたる道路では，暗灰色の
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第 9 図 壮滝別層の露出(壮滝別川と貫気別川止の合流点附近)

Stb:角礎凝灰岩 Sd:凝灰質砂岩

第 10 図壮滝別層の露出(小鉾岸越附近)

Sag: 凝灰質主塊岩 Stb:角磯凝灰岩
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泥岩・砂岩の互層をはさんでいる。なお，この地層の凝灰岩の中から，植物化石が発見さ

れたが鑑定に堪えるものではなかった。

IV.4 鮮新世火山岩類

この地域には，全域にわたって，鮮新世に属する火山岩類が，ひじように多く発達して

いる。これらの火山岩類は，すでにのベた，司 II縫統に対比されるものと考えられる豊浦層

を不整合におおい，黒松内統と考えられる，ブレベシ噴出物の上位にのっている。

つぎに，発達する地域と，発達のようすから，安山宕宕脈 (An) ，礼文華石 ~t§. 面岩 (R l)，

第 11 図 フレベシ噴出物中の朱太川集塊岩層を貫ぬく

安山岩岩脈(小幌海岸)

Sag::朱太 )11 集塊岩層 Au:安山岩岩脈
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豊住熔岩 (YI)，玄武岩質岩脈 (Ba2)，高岡熔岩 (TI) ， I院内熔岩 (HI)，桜岡熔岩 (01)，新

富下部熔岩 (Sh)，内川集塊岩層 (Ng)，新宮と部熔岩 (Sh) などにわけられる。

それらの相互の関係は，一部をのぞいて，野外では全く観察できない。しかしながら，

同じ地質時代の火山活動による所産であり，その主代は，~松内期の後半と考えられる。

つぎに，そのおのおのについて説明を加える

IV.4.1 安山岩岩脈 (An)

この岩脈は，この地域に兄達している，アレベシ坑出物を貫ぬくもので，その岩脈の走

向は，それぞれの地域によって，ちがっている二フレベシ海岸西部では N60° W，礼文か

ら小幌にいたる海岸では N 30ー E~N 40ー E，小 i幌海岸では N 30ー W~N 60ー W，礼文草川

中流部の西側の支流では N 80ー E の走河を，それぞれしめしている。これらの走向のちが

いは，その地域の地質構造に支配されているためであろう。

暗灰色から晴灰青色の倣密堅限な，紫 ~u~ 輝石昔通輝石交山岩である。乙の岩脈には，と

きどきみごとな柱状節理が発達している c また，岩脈の周辺部に，ときに， ，急、冷相がみら

れる場合がある。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである ο

斑晶:斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜・長石は，白形または半白形を呈するもに l が多く，累帯構造がひじように発達してい

る。 An50~55 で曹灰長石の成分を， しめしている。普通輝石および紫蘇輝石とも柱状

のものが多 ν。紫蘇輝石は，ほとんど多色性をしめさない c

石基:ハイアロピリティッグ組織を呈している c 決禍色のジンアイ状のガラスを主と

しその中に，微細な柱状の斜長石および粒状 C!)*$~ 百類がみられる。

IV.4.2 礼文華石英粗面岩(剛)

この岩石は，図幅地域の西部にある礼文華 11tt: f;f 訂正に，標式的に発達している。そのほか，

ブレベシ海岸の北部の標高 188 m rJJ，貫気別川の西部にある学田地域にも露出している。

ブレベシ噴出物を買ぬいて，その l:N:に熔岩流でのり，学田治域では，豊住熔岩や高岡溶

岩でおおわれている。

H古川色から灰色を呈し， 径 2mm~3mm 大の石突の珪晃が，はっきりとみられる，ネ

ノミタイト質石英粗面岩である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである

斑品:斜-長石〉石英

斜長石は， 0.5mm~3.0 mm ていどの短柱状主呈する。石英は，融蝕形をしめし，一

般に円昧をおびている。割目が発達しているほか，無色のガラスと，包裏物としてふく
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んでいる。このほか，ひじように少量であるが，単斜輝石がみられる。

石基:斑状組識を呈している。陸長質物質からなり，潜品質である。

IV.4.3 豊住熔岩 (VI)

この熔岩は，地域のほぼ中央部に位置する，ベクヌ山(標高 46 1. 2 m) を構成しているも

ので，高岡地区・貫気別川支流の沿岸および壮滝別川支流の上流沿岸までにも，分布して

いる c このほか，地域の西南部にある，来高 rll (標高 523.9 m) にも発達している。豊浦層

はもちろん，ブレベシ噴出物をも不整合におおい，高岡熔岩および第四紀の留)， J都屈など

で，不整合におおわれている。

との岩石は，黒味をおびた暗灰色を呈し，ひじように徴密堅田な，玄武岩質交山岩であ

る。 ~;IJZ 状節理がひじようによく発達している。

この完石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

ほとんど斑品はみられな v、。インターサータノレ組識をしめしており，微細な長柱状の

斜-長石と，普通輝石からなる。微粒の磁鉄鉱が散布している c

IV.4.4 玄武岩質岩脈 (8a2)

この岩 JlfJ\は，ブレペシ海岸に発達している米太川集塊 J5 屑および，貫気別川沿岸に露出

第 12 図 朱太川集 j;'~ ，岩層を岩床状に貫ぬく玄武岩質安山岩

岩脈(フレベシ海岸〉

Sョg: 朱太川集力 U;f' 1層 Ba ョ:玄武岩質安山岩岩脈
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。 O.5mm,

第 13 図 玄武岩質安山岩脈および岩床

P: 斜-長石 A: 単斜・輝石 M: 磁鉄鉱

//エコノレ

している壮滝別居を貫いている。ブレベシ海岸では N30ー W~N 45 コ W の走向を，しめて

いる。また，一部では岩床状を呈する。

暗灰色または晴天青色の玄式官官去山岩であるっ椴密堅硬なものから，多孔質なものま

であって岩質ーの変化に富んでいる。また，岩脈の接触部付近では， しばしば集塊岩状とな

っている。

この岩石を，顕微鋭で観察すれば，つぎのようである。

斑晶:斜長石〉普通輝石

斑晶のひじように少な ν岩石である。斑品斜長石は，長柱状の結晶で， An60~65 の

曹灰長石の成分のものである。普通輝石には反応縁はみられな ν。

石基:インターサータル組識を呈してャる。微細な長柱状む斜長石と，微粒の普通輝

石とからできて ν る。

IV.4.5 高岡熔岩 CT.)

この熔岩は，貫気lJ UJ II と小鉾岸川とにはさまれた，高岡地域に発達しているが，貫気別

川下流の沿岸 lこも露出している。まえにのべた，豊住熔岩の上位にのり，第四紀の留存都

層で，不整合におおわれている。
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暗灰色または晴灰青色の粗しような岩石で，斜長日と百史珪品が，肉眼でみとめられる，

合石英玄武岩貰友山岩である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである

斑晶:斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石\石英

斜長石は，白形または 212 白形を呈し， An50~60 ぜ，百灰長石の成分のもりである。

このほかぱ長石の大きな結品もみられる。紫蘇輝石および普通商石とも，半自形を呈す

るもに・が多しわずかに，保 i尼石 fじ作用および炭設塩イヒ作用をうけて ν る。

石基:インターサータル組織を呈する。微細な長柱状の斜長石および粒状の輝石類か

らなる亡まれに緑泥石もみられる。

。 O.5mllt

第 14 図 高岡熔岩(合石英玄武岩質安山岩)

P: 斜長石 A: 単斜・輝石 M :;磁鉄鉱

//ニコル

IV.4.6 幌内熔岩 (HI)

この熔岩は，地域の東南にある東雲地域に発達しているつ豊浦層のほか，朱太川集塊岩

屈を，不整合におおい，第四紀の留寿都層で不整合におおわれている。

肯灰色から H音灰色の敵密竪硯な，含石英紫蘇料石普通輝石友山岩である o tJx: i犬節理がよ

く発達しているつ

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉ヲ石英
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斜長石は，長柱状を呈し， An50("らいで，曹灰長石なないし中性長石む成分(')もの

であるの灰長石もみられる。部分的に緑泥石にかわっているものもある。石英は，融蝕

形をしめている。

石基:ハイアロピリテイヴグ組織を呈してし、乙。ガラスのほか，微細な斜長石および

輝石類 D微品からなる。磁鉄鉱が散在して ν る。

IV.4.7 桜岡熔岩 (01)

この熔岩は，豊浦町市街から，怯岡に通ずる道路の切割に，"粟式的な露出がみられるっ

このほか，ぺペシレト岬にも分布しているっ里浦)日と部のチャス凝り(岩屈を，不整会にお

おい，第四紀の留卒者!;屑で，不整合におおわれている。

陥灰色から黒色を呈する，倣密堅硬な岩石で，柱状節ょ豆や板状節男の，ひじようによく

発達する，紫蘇輝石 fI 通輝 C5 安山岩である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑晶:斜長石〉普通揮石=紫蘇輝石

斜長石は，柱状または短柱状を呈し， An45~50 で中性長石の成分のものである。部分

的に緑泥石にかわっている。紫蘇輝石と単斜-輝石石のあいだには，反応縁はみられな ν 。

石基:ハイアロピリテイザク組織を呈する ο ほとんど，ガラスかちなり，わずかに拍

子木状の斜長石じ 微細な輝石類がみられる。この聞に磁鉄鉱が散在しているつ

Lんとみ

IV.4.8 新富下部熔岩 (511)

との熔岩は，地域の北西隅の，朱太川と昆布川とにはさまれた山地に，分布している

まえにのべた，朱太川実塊岩層を不整合におおい， J:イセの内川集 l鬼岩に， うつりかわって

し〉る。

日吾氏色の浪曲=堅 ji史な岩石で，板状節理がひじようによく主主し，s- 'l長石の斑品がわずか

にみられる，紫蘇輝石普通、揮石安山岩であるつ

この岩石を，顕微読で観察すれば，つぎのようであるの

斑晶:斜長石〉普通埠石緊蘇埠石

斜長石は， ZF 白形を呈し， An60("らし、で，官民長石む成分を， しめして ν るつ崇蘇

輝石の周辺部には，単斜 1軍石 c反応縁がみられる σ

石基:かなり姑品質で，インターサーダル組識を呈していると微細な長柱状の斜長石

と，普通輝石の微品およびその聞をほめ乙少量のガラスからできて νて，磁鉄鉱 C!)iW(( 粒

が散在している。

IV.4.9 内川集塊岩層 (Ng)

この実塊岩層は，地域の北西南にわずかにうす布している。まえにのべた，新宿下部熔岩

の上位に， しだいにうつりかわる関係でのっており，新宮上部熔岩でおおわれている。
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紫蘇輝石普通輝石交山岩陳を主体とし，その間を，同じ岩賀の粗粒な凝灰岩でうずめた，

凝民質集塊岩である。しばしば，角疎凝灰岩や，砂質凝灰岩の薄屑をはさんでいる。

この集i鬼岩の安山岩礁を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜・長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，半白形を呈し，累帯構造が U、ちじるし u 、 O 紫蘇輝石および普通輝石はとも

に細粒である。紫蘇輝石は，ほとんど多色作をしめさな u、。

石基:ハイアロピリテ f ヴグ組鴻を呈するつ 1~Z:下回な針状(1'斜長石と少量の輝石類をふ

くむ，決褐色のガラスを主体とするものである。

IV.4.10 新富上部熔岩 (512)

この熔岩は，地域の北西隅にある，漂;ヨ 653.4 m 山を構成している。内川集塊岩層の上

位に，整合にのり，美和層におおわれている。その直接の関係は，野外で観察できるとこ

ろがないので，不明である

日青瓦色から晴天青色の椴密堅四な岩石で，判長石理品のみられる，ガラス賀紫蘇輝石昔

通輝石安山岩である。部分的には，集f忠賀熔岩となるところもみられる。板状節理が，ひ

じようによく発達している。

この岩石を，顕微鋭で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜・長石〉普通輝石工紫蘇埠石

新長石は，白形または半白形を呈し，輝石ゃ磁鉄鉱粒をふくんでいる。紫蘇輝石と普

通輝石との聞には，反応縁はみられなν 。

石基:ハイアロピリティック組織を示し，ほとんど，ガラスからなっており，わずか

に，微細な斜・長石および輝石類がそむうちにふくまれてし、る。このほか，磁鉄鉱が散在

している。

IV.5 美和層 (M iJ

この地層は，地域の東北部にある三和地域を，ほぼ南北に流れている壮滝別川の沿岸

'coまと

に，標式的な露出がみられる。このほか，大和地域を流れる貫気別川;交流の上流沿岸，壮

滝別川支流の上流沿岸および，新富ヰ域にもそれぞれ発達している。宋太川集塊岩層・ 1上

滝別居・:豊住!溶岩の上位にのっているが， I自;接の閣係は，野外で観察できるところがない

ので，不明である。しかし，朱太川集 i鬼岩や壮滝別層の岩!日と地質構造は，本屑のそれと

は全くちがっていることから，いちおう，その日は不合関係にあるものと考えて，問題は

ないであろう。なお，この地層は，第四紀の留寿都屑で不整合に，おおわれている。

乙の地層は，おもに， ~業岩・砂岩 . il己岩から構成されている。このほか，ときどき浮石

賀砂岩や友山岩質集塊岩の薄屈をはさんでいる。また，この地層の中には，厚さ 20cm~
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第 15 図美和層の露出(壮沌別川上流)

Pu:~字石質砂岩 Sd:砂 iff

70cm ていどの亜皮層を， 2 枚はさんでいる

この地層の堆積のようすは，地域によって，ひじようにちがい，岩杭!の変化がいちじる

しい。たとえば，第 16 [')(1 にしめしたように，大和地域では，ほとんど，茶褐色の泥岩と布;

黄灰色の浮石賀砂岩からできているが，これに対して，美和地域では，疎岩・帯黄灰色の

砂岩および茶褐色の泥岩の互脳から構成されて，浮石質の砂岩の薄層をはさんでいる。ま

た，新富地域では，ほとんど同右・疎岩といったものはなく，粗粒な砂岩からできている。

これまでのべた岩茸からみると，この地域の北につらなる，隣接図幅「狩太」の尻別川

義 美

和

美

和
大
和

大

和

~湿原岩{糟即針)匿翠火山反・浮石 医罰火山灰 匡醤砂 臨調浮石(火山灰自書も

瞳盟磯 田圃豆炭

第 16 図美和層柱状図
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沿岸に発達する， I瀬棚)国」に対比されるものである。したがって，この美和層は，西南北

海道に広く発達している「瀬棚統」に相当するものと考えて，さしっかえないであろう。

IV.6 時代未詳火山岩類

この地域に発達している火山宕類のうち，活動の時期を推定することができる資料の，

全くないものがある《それらは，地域の北部に，わずかに露出している山梨熔岩 (L al) ，

地域の東部に克、遺している，ノザトコ熔君 (Laz) ・小花井熔岩 (L a3) ・百小花井熔岩 (La4)

および虻田熔岩 (L 2. 5) などである。

これらの火山岩類は，それらの岩貰からみて，新第三紀末期から第四紀初期にかけての

火山活勤によってもたらされたものと，考えられるのしかし，直接の関係が観察されると

ころが全くないので，いちおう，時代未詳の火山岩として，とりあつかった。

IV.6.1 山梨熔岩 (tal)

乙の熔岩は，この地域の北部の山梨地域に分布しているもので， tt 滝別川支流の上流沿

岸および，標高 306 illIl rに，それぞれ露出している。下位の地)ぽとの関係は，観察される

ところが全くないので，不明である。なお，この熔岩は，第四紀の留寿都!凶!で，不整合に

。 0.5 叩m.

第 17 図 山梨熔岩(紫蘇輝石普通輝石安山岩〉

H: 紫蘇輝石 P: 斜長石 1\1:;敵鉄鉱

II ニコル

- 23-



おおわれている。

晴灰色を呈する，ひじように織密堅硬な，紫蘇輝石普通輝石安山岩であるヴ

との岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようであるの

斑品:斜・長石〉普通輝石τ紫蘇輝石

斜長石は， 白形または半自形を呈する。 An55~60 で曹灰長石の成分りものである

紫蘇輝石の一部のもりは，周辺部に， ]手斜・輝石の反応縁がみられる

石基:ハイアロピリテイザグ組識を呈する。 7炎褐色のガラス主主1+: とし，微細な短冊

状の斜長石と，細粒の輝石類が，散在してV る。このほか，磁鉄鉱もみられる

IV.6.2 ノットコ熔岩 (L a2)

この熔岩は，この地域の頁南にある東雲地域の山地を構成して p る 相内情岩のと!立に

のり，第四紀の留寿都屈で，不整合におおわれている。

府灰色から灰色の粗しような岩石で，流理構造が発達し，斜長行 f主}日のはっきりとみと

められる紫蘇輝石背通輝石安山岩であるの

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようであるの

斑品:斜・長石〉普通輝石 1ヲ紫蘇輝石

斜・長石は，白形または半白形を呈し，曹灰長石のものであるつまれに E灰長石の成分

のものもある。紫蘇輝石は長柱状rz;，結晶で， 7炎黄緑色から淡緑色の多色性を示す。普通

輝石は，柱状む J桔品で，決緑色を呈してヤる。

石基-ピロタキシティザグ組織を呈している。針状あるいは拍子木状の斜長石および

粒状り輝石のあいだを不透明なガラスがうめており，不規則な形の磁鉄鉱の微晶が散在

している。組成鉱物の並びで流理構造が，はっきり示されてし、る

IV.6.3 小花井熔岩 (La3)

との熔岩は，地域の東部にある，小花井山(標高 418.5 m) を構成しているつ桜岡熔岩

の上位にのり，第四紀の留寿都層で，不整合におおわれている。桜岡熔岩との直接の関係

は，野外において l直接，観察されるところがないので，不明である

晴氏色を呈する，ひじように粗しような，玄武岩質安山岩である

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜・長石〉普通輝石〉かんらん石〉紫蘇輝石

斜・長石は，半白形を呈ーするものが多く， An50~60 で曹灰長石の成分のものである。

このほか灰長石もみられる。紫蘇輝石と単斜輝石との間には，反応縁はみられな ν。か

んらん石は，大型で‘，融蝕されて，丸 l吹をおび，その周辺部からイデイングサイトにか

わワて ν る。

石基:インターサータル組織を呈してヤる。微細な長柱状。斜長石と，多量む両輝石
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からなり，ガラス G')量は乏し U 、。

O.51ll1JL.

第 18 図 小花井山熔岩(玄式守質安山岩〕

P: 斜・長石 A :I)'t斜輝石 0: 日(イデイング

サイト{七) M: 磁鉄鉱

//ニコ/レ

IV.6.4 西小花井熔岩 (La4)

この熔岩は，曽:浦河市街から接悶をへて大和に通ず、る，標高 254.5 ill付近の道路の切割

に，露出している。壮滝別屑および高岡熔岩の i二位にのり，第四紀の留寿都層で，不整合

におおわれている。壮滝属および高岡熔宕との直接の関係は，観察されるところがないの

で不明である。

暗灰色から灰色の秒、密堅 !;r~ な，玄式志 }II 空交山号である。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようであるつ

斑品:斜・長石

斜長石は，三 I' 臼形または{山形を呈する。 An 60~70 で曹灰長石の成分のものである。

石基:インターサータノレ組織を呈してし、る。小さな長柱状め斜長石と粒状￠単斜・輝石

からできている。ガラスめ量が少なしこむ聞に磁鉄鉱が散在して ν る。

IV.6.5 虻田熔岩 (La5)

この熔岩は，地域の東南隅に，わずかに分布している。 I?晃内情岩および宋太川集塊岩層

の上位にのっているほか，ほかの地屑との関係は，全く不明である。
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。 0.5肌m

第 19 図 西小花井熔岩(玄武岩質安山岩\)

P::斜長石 A: 単斜-輝石 M:;磁鉄鉱

//ニコル

日吉疋色を呈する徹密室硬な，紫蘇輝石普通輝石安山岩である c

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

斑品:斜長石〉普通商石:二紫蘇輝石

斜長石は，自形または半白形を呈するの lEJ灰長石の成分のものである。紫蘇輝石は長

柱状で，その外縁は，単斜ー輝石の微粒からなる反応縁で， とりかこまれている。普通輝

石は，やや円昧をした柱状倍晶で， 1;J~緑色を呈する c

石基:ピロタキシティザク組識を呈する。 微細な斜長有および単斜輝石の微晶のあい

だを，ガラスがうめてν る。不規則な形の磁鋲鉱が，散在している

V 第四紀層

この地域の，北部および東部の丘陵性の山地一帯を構成している地質系統は，洪積世の

留都寿層である。また，各河川の沿岸に発達している河段 I壬堆積物や阜錐堆積物も，洪積

層に属する。

沖積層は，各河川の沿岸に発達しているもので，現河床堆積物が属する c

つぎに，とれらの地層について，古l) ものから説明する c
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V.I 留寿都屑 (Rn)

この地層は，地形のところで，のべたように，標高 250m から標高 600m までの台地状

の山地に，広く発達している。黒松内統と考えられる朱太川集塊岩層・壮滝別層・同時期

の火山岩類および，瀬棚統と考えられる美和層を，不整合におおい，新期洪積層と考えら

れる，河段丘堆積物で，きられている。

第 20 図 留寿都層の下部層(貰気別川上流)

Cog: 礁岩 Sd:砂岩 As:凝灰質集塊岩

Pt:浮石質凝灰岩

おもに，ひじように粗粒な火山灰や浮石礁から構成されている。この地域では，岩質に

いちじるしいちがいはみられない。しかし，地域の北東部(貫気別川沿岸から壮滝別沿岸

にかけての地域)になると，堆積の状態が，いくぶんちがっている。

たとえば，地域の北東部に発達している，この地層は，最下部は，浮石質砂岩の薄属を

ともなう疎岩・砂岩の互層からなり，上部になるにしたがってしだいに火山氏と浮石礁か

らできて l) る浮石質凝灰岩にうつりかわっている。これに対して，貫気別川の南方の桜岡

地域・同川の西部の高岡地域や山梨地域および新宮地域では，まえにのべた疎岩や砂岩は

全くみられない。そして， i手石賀凝灰岩が，まえにのべた新第三紀層や同時期の火山岩類

の上位に，直接のっているつ

*太田良平は， 1956 年に，買気別川沿 jF に発達してν る，間寿都層の最下部をしめてい

*太田良平 (1956) :5 万分の 1 地質図幅「虻田J 同説明書 地質調査所
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第 21 図 問寿都層の露出(貫気別川上流)

る，傑ff ・砂岩の互層を，土場層とよび，新第三紀と考えている。

これにたいして，筆者らは，すでにのべたように，磯岩・砂岩の互層は，上部で、は，

浮石質疏灰岩層にしだいにうつりかわる関係にあるのよさ，留寿都層の最下部の層準をし

めしているものと，考えている。この事実については，斎藤昌之らが， 1956 年に留巧都

地域で，明らかにしてν る。

したがって，筆者らは，土場層という地層名は，用νてし、な lρ 。

乙の地層のおもな構成員である浮石11f凝c;;"c岩は，帯紅灰色の末凝|刊のもので，径 10cm

~15cm 以下の浮石探を多くふくんで v) る。また，凝i)~宕のなかに石英粒が多くふくまれ

ているのが持ちょうである

V.2 河段丘堆積物 (Rd)

貫気別川および壮沌別}I I ・同川支流に沿って，いまの河川~Lli監原の lili より， 約 10m か

ら 20m ていど高い平j: fl 両が発達していて，そのうえに陳恒をのせている c この平土円ー面は，

これらの河川によってできた，河成段 iT.百である。

牒層は，おもに砂・疎からできているが，このほか，火山町質粘七層をもはさんでいると l

礁は，人頭大以下のもので，土流地域の基盤 :G 類から供給された，輝石安山岩・玄武宕質

安山岩・プロピライトなどの火山 J47 類が多い c

*斎藤昌之・藤原哲夫・石山昭三・松井公平(1956) :5 可分の 1 地質凶幅「留 if三都 j 同

説明書北海道開発庁

斎藤昌之・藤原哲夫 (1956) :洞爺カルデラの熔結凝灰岩『 岩噴 Vo1.40
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V.3 崖錐堆積物 (Td)

朱太Jf[・来馬川・干し文芸書川・小鉾岸川・同支流の各沿岸地域には，それぞれ崖錐堆積物

が発達している c おもに，砂・牒・粘土などからなるが，牒の種類は，発達する池 J訪日己よ

って，それぞれちがっている。

現河川氾濫原の苗によって，きられていることから，いちおう，洪積世の末期と考えて

おいたわ

V.4 現河床堆積物 (AI)

現河川氾濫原および現河床をつくっているものである。各河川の流域に発達している，

各岩国の人頭六以下の，円棟および砂からできている，いわゆる河床燥である。礁は，輝

石安山岩・玄式官官安山岩・プロピライト・凝灰岩などで，それぞれの流域を構成してい

る地質によって，多少のちがいがある。

VI 地史

この i由民の抱構成が，現克みられるようになった経緯を，いままでのべてきたことか

ら，あるていど推定することができる。

Vl. l 新第三紀

この地域の基盤を溝成している新第三紀屈は，角礁凝 l究岩・凝灰質集塊岩・凝灰賢一砂岩

などの火 rfJ 砕)首岩誌を主体とし，いろいろの火山拝類をともなっている c とのように，新

第三紀には，火山;舌討が，ひじように旺んであったことが推察される。

豊浦層堆積期

この地層の堆詰込引ま，全般を通じて，火山活動が，はげしくおこなわれたのすなわち，

初期には，大量のプロごライトが熔岩流として溢流したほか，角棟凝灰岩・凝灰質集塊な

どの，火山砕肩:岩類をもたらしたっさらに，との堆積期の末期は，酸性岩の活動もみられ，

石英粗面岩の熔岩流や同宣の角在来凝灰岩などで，特ちょうづけられている。

フレベシ噴出物堆積期

豊浦層堆積明のあと，かなり大きな削長Ij期があったらしい。それは，八雲統に相当する

地屑を欠如していることから推察される。この削長 IJ~ をへて，西南北海道のほかの地域と

29-



閉じように，火山活動がはげしくおこなわれた。すなわち，大量の凝灰質集塊岩や角疎凝

灰岩は，この火山活動によってもたらされた。

鮮新世火山岩類の活動期

ブレベ乙/噴出物堆積期にひきつづいて，乙の地域は，ますます火山活動がはげしくおこ

なわれた。紫蘇輝石普通輝石支山岩・合紫蘇輝石背通輝石交山岩・玄式岩質安山岩・石英

粗面岩などの熔岩を溢流した。そのご，構造運動がおこなわれて，地質構造の大様が決定

づけられたらしい。

美和層堆積期

火山岩類の活動期のあと，間隙があってふたたび，疎岩・砂岩などを堆積した。岩相か

らみると，浅海または汀線附近の堆積物である。この|時期には，火山活動も少なく，ひか

く的静かな時期であったらしい。

Vl. 2 洪積世

この時期になると，新第二三紀末に決定づけられた地質構造と，密接な関係をもって，火

山活動がおこなわれたものと推察される。地域の北部および東部地域に，発達する紫蘇輝

石普通輝石安山岩・玄武岩質安山岩および留存都)習は，この時期のものである。

そのご，傾動運動が行われたのち，この地域は，聞けつ的に隆起した。壮滝別川や貫気

別川沿岸に発達している河成段丘は，この時期の末期のものであろう c

V1. 3 沖積世

洪積世の隆起運動にともなって，この地域は大きな削剥期に入った。そして，各河川に

そって，氾濫原面が形成され，現在におよんでいる。

VII 応用地質

この地域は，中新世訓縫期の火成活動が，はげしくおこなわれたところであるが，閃幅

の西部・北部および東部地域は，鮮新世・の火山噴出物をはじめ，第凹紀の火山岩および留

寿都層が広くおおっている。そのため，いろいろの有用鉱物をふくむとみられている，新

第三紀の訓縫統に相当する地屑は，深く埋積されている。

しかし，緑色凝灰岩やプロピライト熔岩の分布している中央部や朱太川流域には，金銀

鉱床，銅・鉛・亜鉛鉱床および硫化鉄鉱の鉱染地帯がみとめられる。
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鉱床や硫化鉄鉱鉱染帯の仲長方向は，地械によって，ちがいがみられる。すなわち，小

鉾岸川中流部では N60ー W-----N80ー W, 小鉾岸川上流から朱太川上流にかけての地域で

は， N60ー E-----N80ー E，干し文から小幌にいたる地域では N 30ー Eの走向を， それぞれしめ

している。このような鉱床の走向および硫化鉄鉱鉱染帯の方向のちがいは，この地域の地

質構造によって，決定づけられたものであろう。

三三三火三三重構三三三三三三

AuAS

o 20OOm

AS 銀
pb 鉛

Zn 豆鉛

仏』銅

FeS 硫化鉄

第 22 図鉱化帯および鉱床分布

金属鉱床をのぞく地下資源としては，路床の敷石用砂利や建築骨材用砂利として，採取

している輝石安山岩・玄武岩賀安山岩・プロピライト熔岩がある。また，礼文華川中流地

域とチャス海岸とには冷泉が，それぞれ湧出している。

つぎに，簡単に説明を加える。

Vll.l 文字鉱山(銅・鉛・亜鉛)

位置および交通鉱山は，豊浦可字大岸にある。室蘭本線大岸駅より，小鉾川ぞいに約

9km の位置にある。大岸駅から鉱山までは， トラザクが運行できる。
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地質および鉱床 鉱山附近を構成する地質は，新第三紀中新世の豊浦層で，下部からプ

ロピライト熔岩・トリプνナイ凝灰岩層の順に重なっている。

この地帯には，小鉾岸川の流路とほぼ一致して， E~W の走向をもっ断層があり，その

両翼には，それと斜交するような N 600~80° E の走向をもっ派生断層が発達している。鉱

床は，これに関係して形成されたものと思われる。なお，この鉱床については，北海道地

*
下資源調査所技師杉本良也が， 1954 年に調査をおこなっている。これによると，つぎのよ

うなものである。

大岸鍾:小鉾岸川の支流を約 2.7km さかのぼると達する(第 22 図参照)。鉱床は，プ

ロピライト熔岩の ~N乙旺胎されている，鉱脈型鉱床である。その走向は N80ー E ・傾斜は

70ー S で，走向延長は 130m 内外確められ，その問，樋幅は 7cm~15cm である。

構成鉱物は，石英・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱である。

第 23 図大岸縄坑内外図(杉本良也原図)

鉛坑:蘭越町に通ずる新道から，約 100m をへだてた位置に露頭がある。現在埋没され

ているため明らかでないが，そのミ研、から判断すると，粘土中に)JE胎されている方鉛鉱

を主とする鉱脈のようである。組成鉱物は，ほとんど方鉛鉱にかぎられている。

南太黒鍾:大岸鎚の東方約1. 5km の小鉾岸川の支流にある。石英黄鉄鉱脈で N80ー E ・

70ー N の走向・傾斜をしめしている。錆幅は 40cm 内外である。

*杉本良也 (1954) :文字鉱山周辺調査報告 未発表資料
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-a頭串よぴ鉱撤

目黒色砂岩層

図緑色凝灰岩層

囚柿色角様凝灰岩

第 24 図 南太黒銅・恵比須樋附近の坑内外図(杉本良也原図)

東恵比須錘:南太黒樋の東側の沢l乙露頭がみられる。プロピライト熔岩の中に，方鉛鉱・

閃亜鉛鉱・硫化鉄鉱が鉱染状に散手巨している c

VII.2 鉱泉

礼文市街の北北西約 4km の礼文華川の左岸，標高 120m 附近に，水温 22° C の地下水

が湧出している。また，豊浦町市街の東南1.5km のチャス海岸に，鉱泉が湧出している c

前者の鉱泉湧出地点附近の地質は，豊浦!習の下部をしめているプロピライト熔岩と，こ

れを不整合におおって発達する崖錐堆積物から構成されている。このプロピライト熔岩

に，ほぼ N20° W および N80° E の方向性をもっ構造線があり， 温泉は， この構造線を

ったって，地表に湧出している。泉質は単純泉である。

湧7.K量1.2 l/sec 7.K温 22.4° C

PH 7.0

HCo3- 41.6 mg/L

FC02 4.4 //
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加凶崖銀捲積物

Ivvvl結土化イキ周守門ド弓~~
ヒヱヱJ硫化鉄鉱染〆同」ノ'II

第 25 図 礼文華川上流左岸の鉱泉湧出地点附近の地形および地質図

Cl- 35.5mg/L

S04 一一 299.6 ク

Ca++ 76.0 /,/

加Ig++ 7.0 ク

Fe 0.35 タ

蒸発残清 438.0 ク

SOm

(北海道立地下資源調査所技師佐藤厳分析)

後者の鉱泉は，豊浦層上部の石英粗面岩質のチャス凝灰岩屑の，割目から湧出している。
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泉質は， 1m色透明な酸性鉱泉に属するパ

湧水量 1l/min 71< r昆 7.80 C

PH 2.8

TotalSi 50.5 mg/L

Fe++ 295.0 /,/

Fe+++ 108.3 タ

Cl- 70.9 //

Sl+++ 273.1 //

Ca++ 62.2 /,/

Mg++ 18.7 //

S04= 1,094.1 /,/

Na+ 21.2 /,/

K+ 2.1 /,/

NI-J4+ 0.09 ク

蒸発残法 3，514.0 giL

(北海道立地下資源調査所技師二間瀬凋分析)

VII.3 割砂利

豊浦町市街から桜岡に通ずる道路の切割に露出している桜岡熔君(合石英紫蘇輝石安山

岩)および、礼文 d3街の北東約 200m のととろのプロピライト熔岩が大規模に採取されてい

る。このほか，小幌・高岡および東雲など庁々で，安山岩が道路の敷石用砕石として，ご

く小規模に利用されている。

第 28 図 玄武岩質安山岩(豊住熔岩)の採石(高岡地域)
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EXPLANATORYTEXT

ofthe

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

TOYOURA

(Sappro ・49)

ShigeoDoi , KoheiMatsui ,

andTetsuoFuziwara

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheToyourasheetcoversanarealayingbetween42ー30'and42ー40'

N.lat., and140ー30'and140ー45'E. long. , whichincludesthegreentu 妊

areaofthesouth-westernHokkaido. ThefieldsurveybeganinJune

1955andcametoanendNovember1956. Thisexplanatoryt白ex計t is

baseduponthe f負1元凶eld

appliedgeologyofthisdistrict.

NeogeneTertiary

TheoldestformationofthismappedareaistheToyouraformation ,

whichcomprisessuchmembersaspropylitelava (p) , Toribushinaitu 百

(Tt)andTiyasutu 旺 (Ct) inascendingorder. Ofthem, thepropylite

lavaasthelowestmemberintheToyouraformationbeingdistributed

inthecentralpartandtheseashorefromRebuntoKoboroofthis

sheet, ispyroxeneandesitealteredtopropylite, greenishgrayincolour.

TheToribushinaituffliesontheprecedingpropylite, andischaracterized

byagglomerateandbrecciatedtu 百 of andesticnature;thebrecciaofthis

memberismainlycomprisedofpyroxeneandesitealteredto propylite,

andthematrixiscoarsegrainedandesitictu 妊， darkgreenishgrayin
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colour. TheTiyasu tu 百 is typicallyexposedonlyinasmallarea

alongseashoreofTiyasuinsoutheasternpartofthissheet. Itis

chiefly composedof pyroclastics, suchastufaceousagglomerateand

brecciatedtu 妊， intercalatedwiththinliparitelava.

Furthermore, thereareotherdykesofIiparite(Ld) , PropyIite(Pd)

andbasalticandesite(Ba1 ) , whichdecidedlyintrudedintotheToyoura

formation. Theprecisegeologicalageofthemisatpresentunknown ,

butitmayprobablybelaterMiocene.

Fromitslithiccharacter, itisquitecertainthatthisformationcan

becorrelatedtotheKunnuiseriesdevelopingwidelyinsouthwestern

Hokkaido.

TheFurebetshivolcanicsisdevelopedinallareaofthissheet. It

ismadeupofsuchmembersasSyubutogawaagglomerate(Sg)interｭ

calatingwiththeOgishilava(KI)andS函takibetsu tu 百 (So) ， inascendｭ

ingorder. Ofthesemembers, theSyubutogawaagglomerateisdisｭ

tributedinthenorthernandwesternpartsofthismapped area, Itis

consistschie 自y ofagglomerateofandesiticnature, whilethebrecciais

mostlyhyperstheneaugiteandesite. TheOgishilavaassociatedwith

theformer , ishyperstheneaugiteandesite, blackincolour. TheS6taｭ

kibetsutuffliescomformablyontheprecedingmember;itiscomposed

ofpyroclasticsediments, suchastufaceousagglomerate, tuffbrecciaand

tu 百， darkgrayincolour.

Fromthelithiccharacter, itisquitecertainthatthesemembercan

becorrelatedtotheKuromatsunaiseriesdevelopingwidlyinsouthｭ

westernHokkaido.

Itshouldbementionedinthisjuncturethattherearevariouskinds

ofvolcanicrockesofPlioceneageoccuringaslavasanddykes;andesite

dyke(An) (hyperstheneaugiteandesite) , Rebungeliparite(Rl) Oipaｭ

rite) , Toyozumilava(PI)(basalticandesite) , Takaokalava(TI)(quartz

bearingbasalticandesite) , Horonailava(hI)(quartzbearinghypen:thene

augite andesite) , Sakuraokalava (01) (hyperstheneaugite andesite) ,
Shintomilowerlava(Sll)(hyperstheneaugiteandesite) , Naikawaagｭ

glomerate(Ng)(hyperstheneaugiteandesite) , andShintomiupperlava

(Sl2)(glassyhyperstheneaugiteandesite).
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Next, comeMiwaformationwhichistypicallydevelopedatupper

coursesoftheSotakibetsuriver. Itmainlyconsistsof agglomerate,
sandstoneand mudstone, occasionalywithintercalatingthinbedsof

pumiceoussandstoneandtufaceousagglomerate;thesuccessionisat

pressentquiteunknown.

Besides these, thereareotherigneousmassesofandesiticrocks

occurringaslavas, thegeologicalageofwhichisatpresentunknown,

butitmayprobablybefromlaterPliocenetoearlyPlistocene. They

are:Yamanashilava(La!)(hyperstheneaugiteandesite) , Nottkolava

(La2) (hyperstheneaugiteandesite) , Kobanailava(La3) (olivinebearing

basalticandesite) , Nishikobanailava(La4) (basalticandesite)andAbuta

lava(Las)(hypersthenaugiteandesite).

Quarternary

TheRusutsumember(Ru)isdevelopedinthenorthernandeastern

areaofthissheet, andliesunconformablyontheNeogeneTertiary

depositsandvolcanicrocks. Itiscomposedofpyroclasticsediments,
suchasvolcanicashandpumice, allpinkishgrayincolour.

TheRiverterracedepositsaredevelopedalongtheriversideof

Sδtakibetsu andNukibetsu. Itformedpebblesmainlyof andesite,

probablyderivedfromthehighmountainousregion.

TheTalusdepositsarefoundinmanyareas alongtheriversof

thisdistrict. Itmainlyconsistsofsubangularbrocks, probablyderived

fromthehighmountainousregion.

Mineralresources

Inthisparagraph, somemineralresourcesfoundinthisdistrictwill

bebrieflydealtwithGold , Silver, Copper, ZincandLeaddepositsare

foundinsedimentsorvolcanicrocksofearlyMioceneinage. Besides

these, mineralspringsarefoundinafewlocalitiesinthismappedarea.

Goldandsilveroredeposits;thereisOfukeshiminebeingsituated

atthecentralpartofthisdistrict, whichwasknowntoworkgoldmine

inolddays, butitisnownotworked.

Copper, zincandleadoredeposits;asalredy stated, oredeposits
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containingcopper, zincandleadetc. , arefound , inafewlocalitiesof

thisdistrict, allofthemdevelopedintheToyouraformation. The

Monzi minesituatingattheuppercourseofOfukeshiriverisnow

prospectmg.

Mineralsprings;asmineralspringswefoundthemattwopoints.

OneofthemisfoundatthemiddlecourseofRebunge river, about

4kmnorthofRebun-town. Otheronegushesattheseashoreof

south-easternpartofthisdistrict 。
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IIニコル

D.Smm
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十ニコ Jレ

O.5mm.

プロピライト化作用をうけて緑色を呈する岩石

P: 斜長石 Ch:緑泥石 Ca:方解石

M:; 磁鉄鉱
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1/ ユコ/レ

O.5mm

。

十ニコノレ

O.5mm

プロピライト化作用のいちじるしい岩石

P: 斜長石 Ch:緑泥石 Ca:方解石
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朱太川集塊岩層の露出(小幌海岸)
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